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農
水
省
は
２
月
５
日
、
食

料
・
農
業
・
農
村
政
策
審
議

会
企
画
部
会
を
開
催
し
、
次

期
食
料
・
農
業
・
農
村
基
本

計
画
の
骨
子
案
に
つ
い
て
議

論
し
た
。
前
回（
１
月
２２
日
）

に
示
さ
れ
た
骨
子
案
か
ら
、

水
田
政
策
の
方
向
性
を
加
え

る
な
ど
の
修
正
が
行
わ
れ
て

い
る
。

骨
子
案
で
は
、
改
正
基
本

法
で
定
め
る
基
本
理
念
の
実

現
を
図
る
観
点
か
ら
、
①
我

が
国
の
食
料
供
給
、
②
輸
出

の
促
進
（
輸
出
拡
大
等
に
よ

る
「
海
外
か
ら
稼
ぐ
力
」
の

強
化
）
、
③
国
民
一
人
一
人

の
食
料
安
全
保
障
・
持
続
的

な
食
料
シ
ス
テ
ム
、
④
環
境

と
調
和
の
と
れ
た
食
料
シ
ス

テ
ム
の
確
立
・
多
面
的
機
能

の
発
揮
、
⑤
農
村
の
振
興
、

と
い
う
５
つ
の
テ
ー
マ
で
整

理
さ
れ
て
い
る（
図
参
照
）。

そ
れ
ぞ
れ
の
テ
ー
マ
に
複

数
の
目
標
を
設
定
し
、
そ
の

目
標
に
対
し
Ｋ
Ｐ
Ｉ
（
重
要

達
成
度
指
標
）
を
設
け
て
、

基
本
的
な
施
策
の
方
向
性
を

示
し
た
。

Ｋ
Ｐ
Ｉ
と
は
、
ゴ
ー
ル
に

向
か
う
ま
で
の
プ
ロ
セ
ス
の

目
標
値
の
こ
と
。
例
え
ば
、

「
我
が
国
の
食
料
供
給
」の
テ

ー
マ
の「
農
地
面
積
の
確
保
」

と
い
う
目
標
に
対
し
て
「
農

用
地
区
域
内
の
農
地
面
積
目

標
の
達
成
状
況
」
と
い
う
Ｋ

Ｐ
Ｉ
を
設
定
し
て
い
る
。
目

標
の
数
値
は
、
次
回
以
降
の

部
会
で
示
さ
れ
る
予
定
。

食
料
・
農
業
・
農
村
基
本

計
画
の
骨
子
案
等
は
、
農
水

省
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
見

る
こ
と
が
で
き
る
。

基
本
計
画
の
実
効
性
を
高

め
る
た
め
、
少
な
く
と
も
年

１
回
、
そ
の
目
標
達
成
状
況

を
調
査
・
公
表
、
Ｋ
Ｐ
Ｉ
の

検
証
に
よ
り
施
策
の
見
直
し

を
行
う
こ
と
と
し
て
い
る
。

今
回
の
部
会
で
は
、
新
た

に
加
え
ら
れ
た
水
田
政
策
の

在
り
方
に
つ
い
て
の
意
見
が

多
く
出
さ
れ
た
。

２７
年
以
降
、
稲
作
か
ら
麦

や
大
豆
へ
の
転
作
を
支
援
す

る
「
水
田
活
用
の
直
接
支
払

交
付
金
」
は
、
水
田
を
対
象

と
す
る
現
在
の
仕
組
み
か

ら
、
田
畑
を
問
わ
ず
作
物
ご

と
に
支
援
す
る
仕
組
み
に
転

換
さ
れ
る
。

ま
た
、
国
産
飼
料
の
生
産

性
向
上
の
た
め
、
飼
料
用
米

中
心
の
生
産
体
系
を
見
直

し
、
と
う
も
ろ
こ
し
等
の
生

産
振
興
を
図
る
、
と
し
て
い

る
が
、あ
る
委
員
か
ら
は「
と

う
も
ろ
こ
し
だ
け
で
な
く
、

稲
Ｗ
Ｃ
Ｓ
や
飼
料
米
も
重
要

だ
」と
の
意
見
が
出
さ
れ
た
。

Ｊ
ミ
ル
ク
は
１
月
３１
日
、

２５
年
度
の
生
乳
及
び
牛
乳
乳

製
品
の
需
給
見
通
し
を
発
表

し
た
。

２５
年
度
の
全
国
の
生
乳
生

産
量
は
、
前
年
比
０
・
８
％

減
の
７
２
８
万
８
千
ｔ
と
、

２
年
ぶ
り
の
減
産
と
な
る
見

込
み
。
こ
こ
数
年
、
乳
用
雌

牛
の
出
生
頭
数
が
減
少
傾
向

で
推
移
し
た
こ
と
に
よ
り
、

２
歳
以
上
の
頭
数
が
減
少

し
、
生
乳
生
産
量
が
再
び
減

少
に
転
じ
る
も
の
と
見
込
ま

れ
る
。

地
域
別
に
み
る
と
、
北
海

道
が
同
０
・
２
％
減
の
４
２

３
万
４
千
ｔ
と
な
り
、
都
府

県
も
同
１
・
７
％
減
の
３
０

５
万
４
千
ｔ
と
、
４
年
連
続

の
減
産
と
な
る
見
込
み

（
表
）
。

２５
年
度
の
乳
用
雌
牛
頭
数

は
、
２
歳
未
満
頭
数
（
３
月

末
時
点
）
で
は
、
北
海
道
で

約
２
千
頭
増
加
す
る
一
方
、

都
府
県
で
約
３
千
頭
減
少
す

る
見
通
し
。
搾
乳
牛
と
な
る

２
歳
以
上
頭
数
（
３
月
末
時

点
）
は
、
北
海
道
で
約
５
千

頭
、
都
府
県
で
約
１
万
３
千

頭
減
少
す
る
見
通
し
。
北
海

道
で
は
、
主
力
と
な
る
２
〜

４
歳
頭
数
が
１０
月
以
降
大
き

く
減
少
す
る
も
の
と
見
ら
れ

る
。２４

年
度
の
乳
用
雌
牛
出
生

頭
数
実
績（
４
〜
１１
月
累
計
）

は
、
北
海
道
は
同
４
・
４
％

増
、
都
府
県
も
同
１
・
８
％

増
、
全
国
で
は
同
３
・
８
％

増
と
、
い
ず
れ
も
前
年
を
上

回
っ
て
推
移
し
て
い
る
。

一
方
、
２５
年
度
の
用
途
別

処
理
量
の
見
通
し
で
、
生
乳

供
給
量
は
同
０
・
８
％
減
の

７
２
４
万
１
千
ｔ
、
飲
用
乳

等
向
処
理
量
は
同
０
・
３
％

増
の
３
８
９
万
ｔ
、
乳
製
品

向
処
理
量
は
同
２
・
１
％
減

の
３
３
５
万
２
千
ｔ
と
見
込

ん
で
い
る
。
乳
製
品
向
け
の

う
ち
、
チ
ー
ズ
向
け
は
同
０

・
６
％
増
の
４２
万
７
千
ｔ
で
、

脱
脂
粉
乳
・
バ
タ
ー
等
向
は

同
４
・
３
％
減
の
１
６
９
万

３
千
ｔ
と
な
る
見
通
し
。

（
一
社
）
全
国
畜
産
配
合

飼
料
価
格
安
定
基
金
は
１
月

３１
日
、
２５
年
度
の
単
位
数
量

当
た
り
の
通
常
補
て
ん
積
立

金
の
額
（
単
価
）
と
負
担
割

合
、
別
途
納
付
金
（
単
価
）

を
発
表
し
た
（
表
）
。

通
常
補
て
ん
積
立
金
の
合

計
は
２
４
０
０
円
／
ｔ
で
、

前
年
度
と
同
額
と
な
っ
た
。

別
途
納
付
金
に
つ
い
て

は
、
２４
年
度
末
の
正
味
通
常

補
て
ん
財
源
並
び
に
、
生
産

者
持
ち
分
財
源
残
高
が
マ
イ

ナ
ス
に
な
る
見
込
み
か
ら
、

徴
収
し
な
い
こ
と
と
し
た
。

（
一
社
）全
国
配
合
飼
料
供

給
安
定
基
金（
全
農
系
）や
、

（
一
社
）
全
日
本
配
合
飼
料

価
格
畜
産
安
定
基
金（
商
系
）

も
同
様
と
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
異
常
補
て
ん
積
立

金
に
つ
い
て
は
、
契
約
製
造

業
者
が
２
４
０
円
／
ｔ
の
見

込
み
。

配
合
飼
料
原
料
の
高
止
ま

り
等
に
よ
り
、
補
て
ん
金
は

２３
年
度
第
４
四
半
期
以
降
１

年
以
上
発
動
さ
れ
て
い
な

い
。
配
合
飼
料
安
定
基
金
に

つ
い
て
は
、
国
・
基
金
団
体

・
生
産
者
団
体
等
が
協
力
し

て
、
制
度
の
見
直
し
に
つ
い

て
議
論
し
て
い
る
。

し
の
の
め

秋
田
県
能
代
市
の
東
雲
中

学
校
で
は
、
６１
年
か
ら
「
雪

中
綱
引
き
」
が
行
わ
れ
て
い

る
（
今
年
は
１
月
１９
日
）
。

応
援
に
も
熱
が
入
り
、
男

子
生
徒
の
中
に
は
上
半
身
裸

と
な
り
、
極
寒
の
中
で
も
懸

命
に
、
選
手
た
ち
に
気
合
い

を
送
っ
て
い
た
。

こ
の
地
域
は
、
東
雲
原
開

拓
地
で
、
入
植
当
初
か
ら
の

努
力
の
結
果
、
県
内
有
数
の

水
田
地
帯
へ
と
成
長
し
た
。

円
陣
を
組
ん
で
い
る
子
た

ち
が
着
て
い
る
Ｔ
シ
ャ
ツ
に

「
自
主
開
拓
」
と
書
か
れ
て

い
る
が
、
こ
れ
は
同
校
の
校

訓
で
、
先
人
の
開
拓
精
神
を

受
け
継
ぎ
、
た
く
ま
し
く
成

長
す
る
こ
と
を
願
う
と
の
思

い
が
込
め
ら
れ
て
い
る
。

（
写
真
提
供
：
東
雲
中
学
校
）

表 25年度の地域別生乳生産量見通し （千㌧、％）

都府県
前年比
９９．４
９７．２
９８．３

（Ｊミルクの資料を基に作成）

１，５４５
１，５０９
３，０５４

北海道
前年比
１０１．２
９８．４
９９．８

２，１５６
２，０７８
４，２３４

全 国

前年比
１００．５
９７．９
９９．２

３，７０１
３，５８７
７，２８８

上 期
下 期
年度計

表 25年度通常補てん積立金
負担区分 通常補てん積立金（単価）
加入生産者 ８００円／ｔ
加入会員 ４００円／ｔ
契約会員

（全国連会員）
１，２００円／ｔ

（含む：積増金８００円）

通
常
補
て
ん
積
立
金
前
年
と
同
額

基
本
計
画
骨
子（
案
）提
示

基
本
計
画
骨
子（
案
）提
示

（
一
社
）全
国
畜
産
配
合
飼
料
価
格
安
定
基
金

目
標
達
成
状
況
を
年
１
回
以
上
検
証

極寒にも負けない東雲中学校の「雪中綱引き」

生
乳
生
産
量
２
年
振
り
に
減
少

Ｊ
ミ
ル
ク
２５
年
度
生
乳
・
乳
製
品
需
給
見
通
し

・「食料・農業知っておきたい話」―１４１回―（２面）
・酪肉近の目標 ３０年度生産量は現状並み（３面）
・たくさんの農地や花壇がある学校―神奈川県・
稗田原開拓跡地 （４面）
・富士宮で研修会―関東地区開拓協議会 （５面）
・跛行防止し生産性向上を―蹄病発生牛群への対
策 （６面）
・強肝剤で飼料摂取増加、格付向上 （７面）
・畜産物需給見通し （８面）
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２５
年
ぶ
り
に
改
定
さ
れ
た

「
新
基
本
法
」
で
は
、
食
料

自
給
率
向
上
の
必
要
性
と
そ

の
た
め
の
対
策
の
強
化
に
は

言
及
せ
ず
、食
料
自
給
率
を
、

「
基
本
計
画
」
の
項
目
で
「
指

標
の
１
つ
」
と
位
置
付
け
を

後
退
さ
せ
た
。
「
食
料
自
給

率
向
上
に
予
算
を
か
け
る
の

は
非
効
率
だ
、
輸
入
す
れ
ば

よ
い
」
と
い
う
財
務
省
の
愚

か
な
姿
勢
（
財
政
審
建
議
）

が
そ
の
ま
ま
反
映
さ
れ
て
い

る
。

◆
「
一
本
足
打
法
」
？

農
水
省
の
事
務
方
は
、
食

料
自
給
率
を
指
標
の
１
つ
と

す
る
理
由
と
し
て
、
「
自
給

率
と
い
う
『
一
本
足
打
法
』

で
は
不
十
分
だ
」
と
し
て
、

そ
れ
以
外
に
、
生
産
資
材
の

確
保
状
況
な
ど
自
給
率
と
は

別
の
指
標
が
必
要
だ
と
言

う
。
し
か
し
な
が
ら
今
も
、

飼
料
の
自
給
率
が
勘
案
さ
れ

て
３８
％
と
い
う
自
給
率
が
計

算
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
肥

料
や
種
の
国
内
で
の
確
保
状

況
は
、
そ
れ
ら
を
飼
料
と
同

様
に
追
加
し
て
勘
案
す
る
こ

と
で
実
質
自
給
率
が
計
算
さ

れ
る
も
の
で
あ
り
、
総
合
自

給
率
に
統
一
さ
れ
る
要
素
で

あ
る
こ
と
が
理
解
さ
れ
て
い

な
い
。

案
の
定
、
「
基
本
計
画
」

で
取
り
扱
う
項
目
と
し
て
出

さ
れ
て
き
た
リ
ス
ト
は
表
１

の
と
お
り
で
、
食
料
自
給
率

と
他
の
項
目
が
羅
列
さ
れ
て

い
る
だ
け
だ
。
食
料
自
給
率

と
こ
れ
ら
の
項
目
は
独
立
し

て
、
羅
列
さ
れ
る
も
の
で
は

な
い
。
例
え
ば
、
肥
料
と
種

の
確
保
状
況
に
よ
っ
て
、
実

質
自
給
率
が
計
算
さ
れ
る
か

ら
、
そ
の
よ
う
な
総
合
自
給

率
に
集
約
し
た
数
字
が
必
要

だ
と
い
う
こ
と
だ
が
、
や
は

り
、
そ
れ
が
理
解
さ
れ
て
い

て
な
い
よ
う
で
あ
る
。

例
え
ば
、
表
２
の
よ
う
な

試
算
の
仕
方
で
あ
る
。

◆
必
要
な
予
算
と
具
体
的

な
工
程
表

さ
ら
に
は
、
５
年
後
の
食

料
自
給
率
の
目
標
値
を
示
す

と
同
時
に
、
そ
れ
に
必
要
な

予
算
と
具
体
的
な
工
程
表
が

示
さ
れ
な
け
れ
ば
、
相
変
わ

ら
ず
の
「
絵
に
描
い
た
餅
」

に
終
わ
る
だ
け
だ
。

実
は
、
２
０
１
０
年
、
民

主
党
政
権
で
筆
者
が
農
政
審

の
企
画
部
会
長
と
し
て
取
り

ま
と
め
た
基
本
計
画
で
は
、

表
３
よ
う
に
自
給
率
を
５０
％

に
引
き
上
げ
る
た
め
の
予
算

も
試
算
さ
れ
て
い
た
。
こ
う

い
う
こ
と
を
き
ち
ん
と
や
ら

な
く
て
は
意
味
が
な
い
。

農
水
省
は
１
月
３１
日
、
２５

年
度
の
国
家
貿
易
に
よ
る
バ

タ
ー
及
び
脱
脂
粉
乳
の
輸
入

枠
数
量
を
公
表
し
た
。

バ
タ
ー
は
８
０
０
０
か
ら

約
１
０
０
０
０
ｔ
と
し
、
脱

脂
粉
乳
は
７
５
０
ｔ
以
内

と
、
前
年
度
と
同
じ
設
定
と

な
っ
た
。
バ
タ
ー
や
脱
脂
粉

乳
の
需
給
動
向
を
見
な
が

ら
、
輸
入
量
を
調
節
し
て
い

く
こ
と
と
な
る
。

ヨ
ー
グ
ル
ト
な
ど
の
原
料

と
な
る
脱
脂
粉
乳
の
需
要
は

低
迷
す
る
一
方
、
バ
タ
ー
の

需
要
は
業
務
用
を
中
心
に
堅

調
と
な
っ
て
い
る
。

輸
入
総
量
は
、
前
年
度
同

様
、
Ｗ
Ｔ
Ｏ
（
世
界
貿
易
機

関
）
で
約
束
し
て
い
る
カ
レ

ン
ト
ア
ク
セ
ス
（
生
乳
換
算

１３
万
７
千
ｔ
）
に
と
ど
め
る

こ
と
と
し
た
。

農
水
省
は
２
月
４
日
、
２４

年
１
〜
１２
月
の
農
林
水
産
物

・
食
品
の
輸
出
実
績
を
発
表

し
た
。
総
額
は
前
年
比
３
・

７
％
（
５
３
３
億
円
）
増
の

１
兆
５
０
７
３
億
円
と
な

り
、初
め
て
１
・
５
兆
円
を
越

え
、過
去
最
高
を
更
新
し
た
。

関
係
者
か
ら
の
聞
き
取
り

で
は
、
日
本
食
レ
ス
ト
ラ
ン

の
増
加
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
に

よ
る
日
本
食
人
気
の
高
ま
り

等
を
背
景
と
し
た
好
調
な
外

食
需
要
の
ほ
か
、
事
業
者
の

販
路
拡
大
の
取
り
組
み
等
の

進
展
が
輸
出
増
加
の
主
な
要

因
と
な
っ
て
い
る
。

品
目
別
に
見
る
と
、
緑
茶

が
２５
％
（
７２
億
円
）
増
、
牛

肉
１２
％
（
７０
億
円
）
増
、
リ

ン
ゴ
２１
％
（
３４
億
円
）
増
、

米（
援
助
米
除
く
）２８
％（
２６

億
円
）
増
な
ど
と
な
っ
て
い

る
（
表
参
照
）
。

反
対
に
、
輸
出
額
の
減
少

が
大
き
い
品
目
は
、ナ
マ
コ
、

ホ
タ
テ
貝
な
ど
の
海
産
物
が

多
く
、
中
国
や
香
港
に
よ
る

輸
入
規
制
が
要
因
と
さ
れ

る
。国

別
で
は
、
中
国
に
変
わ

り
、
米
国
が
２０
年
振
り
に
ト

ッ
プ
と
な
っ
た
。

表 輸出重点品目に含まれる輸出額の増加が大きい１０品目
（農水省の資料より）

主な増加要因
米国や韓国等において、日本式カレーに対する人気の高まり、インバウ
ンドによる日本食への関心の高まり等を背景に、外食需要が増加
欧州等において、健康志向や日本食への関心の高まり等を背景に、ラテや
スイーツ等の食品原料として、抹茶を含む粉末状茶を中心に需要が増加
認知度のより一層の向上を背景として、米国、台湾、東南アジア、欧州
等で商流が一層の拡大
米国において日本独特のラムネに対する人気が高まっているほか、香港
において健康志向の高まり等により緑茶飲料の需要が増加
米国や香港等において、一目で日本産とわかるデザインや
味等を背景としたグミやソフトキャンディの認知度が向上

台湾において、食味の良さに対する引き合いが堅調

米国や香港等において、おにぎり屋や寿司店等の日本食レストランの増
加等、外食向けを中心に需要が増加
米国等において、日本食レストランの増加、インバウンドによる日本食
への関心の高まり、現地在庫の解消等を背景に、外食需要が増加
ＥＵやタイ等において、日本食レストランの増加、インバウンドによる
日本食への関心の高まり等を背景に、外食需要が増加
米国等において、日本食レストランの増加、インバウンドによる日本食
への関心の高まり等を背景に、外食需要が増加

（増加率）

（＋１６％）

（＋２５％）

（＋１２％）

（＋７％）

（＋１２％）

（＋２１％）

（＋２８％）

（＋６％）

（＋２１％）

（＋２５％）

増加額

＋８６億円

＋７２億円

＋７０億円

＋３８億円

＋３６億円

＋３４億円

＋２６億円

＋２４億円

＋２１億円

＋１２億円

品 目

ソース混合調味料

緑茶

牛肉

清涼飲料水

菓子（米菓除く）

リンゴ

米（援助米除く）

日本酒

醤油

味噌

表３ 食料自給率５０％を達成するための財政負担所要額の試算
（食料自給率向上への寄与度の高い土地利用型作物で試算）

（参考）
平成２２年度概算決定額等

１．水田利活用自給力向上事業
２，１６７億円

２．コメ戸別所得補償モデル事業
３，３７１億円

３．水田・畑作経営所得安定対策
２，３３０億円

４．さとうきび等経営安定対策
３１２億円（注３）

約８，０００億円
出所：農林水産省による試算結果。鈴木宣弘・木下順子「新しい農業政策の方向性：現場が創る農政」全国農業会

議所、２０１０年１０月。
注１：所要額は、戸別所得補償モデル対策、経営所得安定対策の現行の内容を前提に試算しており、今後の本格実

施に向けて検討を行う施策の内容等によって額は変動する。また、戸別所得補償制度の対象品目を予断する
ものではない。

注２：「その他」には大麦、はだか麦、甘味資源作物、でん粉原料作物、ソバ、ナタネ、飼料作物を含む。
注３：２２年産サトウキビ及びでん粉原料用カンショに係る生産者交付金の所要見込み額である。

所要額（注１）
（億円）

約３，６５０

約１，３００

約２，１００

約１，６００

約１，７００

約１兆円

面 積
（万ha）

１５８

１６

４０

３０

－

－

生産量
（万㌧）

８５５

１２０
［５０＋７０］

１８０

６０

－

－

作 物
（ ）内は現状の数量（万㌧）

主食用米・加工用米

新規需要米
（米粉用０．１、飼料用０．９）

小麦（８８）

大豆（２６）

その他（注２）

合計

表１ 基本計画で目標設定する項目
食料供給関連
・食料自給率（飼料自給率含む）
・食料の備蓄の確保（米、麦、大豆）
・肥料資源の国内資源利用割合
・肥料原料の備蓄の確保
・種苗の安定供給の確保
・担い手への農地集積率
・農地面積の確保
・農業生産基盤の強化
・スマート農業技術を活用した面積割合
・農産物の付加価値の向上
・輸入の安定化

表２ 日本の実質食料自給率の試算
飼料、肥料、
種を考慮した
実質自給率

５．０
０．８
３１．７
３．９
１．２
３．８
１５．２
１６．７
５０．０
５．１
２．８
２９．１
９．２

資料：農林水産省による２０２２年度食料自給率を基に鈴木宣弘が試算。
＊飼料自給率を反映した数値。
＊＊野菜の種の自給率１０％が米・麦・大豆にも現実になったと仮定。
＊＊＊てん菜の種の自給率が約３割であることも考慮した。しない場合の実質自給率は、１０．２％。

種自給率１０%
を考慮した
国産熱量＊＊

２３．７
２．４
１３
６

０．９
２．５
１０
６８
３９
９．５
９
２５

２０８．９

収量半減時
の自給率

４９．８
７．９
３１．７
３．９
１２．３
３７．９
１５．２
１６．７
５０．０
１７．０
２．８
２９．１
２２．０

肥料輸入停止
時の国産熱量
（収量半減）

２３７
２３．５
１３
６
９
２５
１０
６８
３９

３１．５
９
２５
４９６

自給率
（%）

９９．６
１５．７
６３．４
７．８
２４．７
７５．８
３０．３
１６．７
５０．０
３４．１
２．８
２９．１
３７．６

国産熱量
（kcal）

４７４
４７
２６
１２
１８
５０
２０
６８
３９
６３
９
２５
８５０

総供給熱量
（kcal）

４７６
２９９
４１
１５４
７３
６６
６６
４０６
７８
１８５
３２７
８６

２２５９

品目

米
小麦
いも類
でん粉
大豆
野菜
果実
畜産物＊

魚介類
砂糖類＊＊＊

油脂類
その他
合計＊＊＊

これ以上酪農家、稲作農家に負担を押し付けてはならない
いまだに国産が過剰と言い続ける愚かさ「新基本法」と「基本計画」

東京大学大学院特任教授・名誉教授 鈴木宣弘氏

食料自給率の意味が理解されていない

２４
年
農
産
品
輸
出
１.５
兆
円
超
え

食料・農業 知っておきたい話 第１４１回

日
本
食
人
気
が
外
食
需
要
を
喚
起

乳
製
品
の
輸
入
枠
は
前
年
度
と
同
様

本
紙
は
無
償
で
提
供
し
て
い
ま
す
。

ご
希
望
の
方
は
お
知
ら
せ
下
さ
い
。
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農
水
省
は
１
月
２８
日
、
食

料
・
農
業
・
農
村
政
策
審
議

会
畜
産
部
会
で
、
国
の
畜
産

・
酪
農
政
策
の
指
針
と
な
る

「
酪
農
及
び
肉
用
牛
生
産
の

近
代
化
を
図
る
た
め
の
基
本

指
針
」
（
酪
肉
近
）
の
改
定

に
向
け
た
構
成
案
を
示
し
た

（
図
参
照
）
。

こ
れ
ま
で
の
酪
肉
近
で

は
、
１０
年
後
の
生
産
数
量
目

標
を
掲
げ
て
き
た
が
、
今
回

は
こ
れ
を
５
年
後
に
短
縮

し
、
政
策
効
果
を
よ
り
検
証

で
き
る
よ
う
改
め
る
。

生
乳
や
牛
肉
の
需
給
緩
和

に
よ
る
脱
脂
粉
乳
の
過
剰
在

庫
や
枝
肉
・
子
牛
価
格
の
低

下
、
飼
料
費
等
生
産
コ
ス
ト

の
上
昇
、
環
境
や
持
続
性
に

配
慮
し
た
畜
産
物
生
産
の
必

要
性
の
高
ま
り
、
な
ど
の
状

況
の
変
化
が
顕
著
に
な
っ
て

き
て
い
る
。
従
っ
て
、
今
回

の
構
成
案
で
は
、
増
産
か
ら

需
給
改
善
に
重
点
を
移
す
。

構
成
案
の
う
ち
「
酪
農
及

び
肉
用
牛
の
需
給
を
め
ぐ
る

情
勢
の
変
化
と
対
応
方
向
」

で
は
、
生
乳
、
牛
肉
、
飼
料

の
需
給
事
情
の
変
化
と
対
応

方
向
が
そ
れ
ぞ
れ
盛
り
込
ま

れ
た
。

対
応
方
向
と
し
て
、
生
乳

に
つ
い
て
は
、
牛
乳
や
脱
脂

粉
乳
に
つ
い
て
の
商
品
開
発

と
需
要
拡
大
対
策
の
推
進
、

ア
ジ
ア
を
中
心
と
す
る
飲
用

向
け
輸
出
拡
大
、
生
乳
集
荷

に
当
た
っ
て
は
年
間
安
定
取

引
が
重
要
で
、
そ
の
た
め
の

規
律
を
強
化
す
る
、
な
ど
と

な
っ
て
い
る
。

牛
肉
に
つ
い
て
は
、
和
牛

肉
の
生
産
量
は
増
加
し
、
枝

肉
価
格
が
弱
含
み
で
推
移
す

る
一
方
、
輸
入
と
競
合
す
る

交
雑
種
や
乳
用
種
の
枝
肉
価

格
は
値
ご
ろ
感
の
あ
る
国
産

牛
肉
と
し
て
需
要
が
あ
る
。

和
牛
肉
に
お
い
て
、
適
度
な

脂
肪
交
雑
な
ど
の
多
様
な
消

費
者
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
必

要
性
が
増
大
し
て
い
る
。

対
応
方
向
と
し
て
、
輸
出

拡
大
な
ど
の
新
規
需
要
の
開

拓
、
和
牛
特
有
の
脂
肪
交
雑

の
強
み
は
残
し
つ
つ
、
オ
レ

イ
ン
酸
な
ど
の
お
い
し
さ
に

関
す
る
要
素
に
も
着
目
し
た

「
量
」
か
ら
「
質
」
へ
の
転

換
、
早
期
出
荷
の
本
格
化
な

ど
を
示
し
て
い
る
。

「
持
続
可
能
な
酪
農
及
び

肉
用
牛
生
産
に
向
け
た
取
り

組
み
」で
、
酪
農
経
営
で
は
、

１
戸
当
た
り
の
飼
養
頭
数
と

個
体
乳
量
が
増
加
し
、
生
乳

生
産
量
が
増
加
し
て
き
た

が
、
２２
年
以
降
は
生
産
抑
制

に
取
り
組
ん
だ
こ
と
等
に
よ

り
減
少
。ま
た
、輸
入
飼
料
費

等
の
コ
ス
ト
が
急
増
す
る
と

と
も
に
副
産
物
収
入
が
急
減

し
、収
支
が
悪
化
し
て
い
る
。

対
応
方
向
と
し
て
、
生
乳

１
㎏
当
た
り
で
み
た
収
支
が

良
く
、ま
た
、外
部
環
境
に
影

響
さ
れ
に
く
い
経
営
体
を
増

や
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
。

長
命
連
産
性
を
重
視
し
た
強

健
な
乳
用
牛
へ
の
牛
群
構
成

の
転
換
な
ど
が
示
さ
れ
た
。

肉
用
牛
経
営
で
は
、
高
齢

繁
殖
牛
か
ら
生
産
さ
れ
た
子

牛
が
低
価
格
で
取
引
さ
れ
、

ま
た
、
繁
殖
経
営
戸
数
が
２４

年
は
例
年
以
上
に
減
少
。

対
応
方
向
と
し
て
、
高
齢

の
繁
殖
雌
牛
か
ら
若
い
繁
殖

雌
牛
へ
の
更
新
を
進
め
、
牛

群
の
能
力
を
向
上
さ
せ
る
。

国
産
の
と
う
も
ろ
こ
し
や
稲

わ
ら
の
利
用
拡
大
、
早
期
出

荷
の
推
進
な
ど
を
示
し
た
。

農
水
省
は
１
月
、
生
乳
の

年
間
を
通
し
た
安
定
取
引
に

向
け
、
改
正
畜
産
経
営
安
定

法
（
畜
安
法
）
の
省
令
改
正

案
を
発
表
し
た
。

指
定
団
体
以
外
に
も
出
荷

す
る
生
産
者
が
、
需
要
が
減

少
す
る
冬
に
指
定
団
体
へ
の

出
荷
を
増
や
す
な
ど
、
途
中

で
出
荷
先
な
ど
を
変
更
す
る

事
例
が
発
生
し
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
も
生
産
者
団
体

は
、
季
節
的
な
変
動
要
因
を

超
え
た
出
荷
数
量
の
増
減
な

ど
に
対
し
て
、
取
引
の
申
し

出
を
拒
否
す
る
こ
と
が
で
き

た
。
し
か
し
、
数
量
の
増
減

だ
け
で
は
要
因
を
特
定
で
き

ず
に
、
明
確
に
違
反
を
特
定

で
き
な
い
こ
と
が
あ
る
。

今
回
の
改
正
案
で
は
、
乳

牛
１
頭
１
日
当
た
り
の
平
均

生
産
数
量
の
変
化
率
と
出
荷

数
量
を
比
較
し
て
、
増
減
要

因
を
明
確
化
す
る
。

今
回
の
省
令
改
正
で
、
生

乳
の
年
間
取
引
の
安
定
化
を

図
る
。４
月
か
ら
施
行
予
定
。

な
お
、
２
月
２２
日
ま
で
パ
ブ

リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
募
集
し

て
い
る
。

農
水
省
は
１
月
３１
日
、
主

食
用
米
の
需
給
動
向
の
指
標

と
な
る
２５
年
６
月
末
時
点
の

民
間
在
庫
量
が
１
５
８
万
ｔ

と
な
り
、
統
計
を
始
め
た
９９

年
以
降
で
２
番
目
に
少
な
い

水
準
に
な
る
と
公
表
し
た
。

２４
年
産
米
の
生
産
量
が
予

想
を
下
回
っ
た
こ
と
で
、
昨

年
１０
月
に
示
し
た
見
通
し
か

ら
４
万
ｔ
下
方
修
正
し
た

（
表
参
照
）
。

６
月
末
時
点
の
民
間
在
庫

量
は
、
１
８
０
〜
２
０
０
万

ｔ
が
適
正
水
準
と
さ
れ
て
い

る
が
、
２５
年
６
月
末
時
点
の

民
間
在
庫
量
は
適
正
水
準
を

下
回
る
見
通
し
と
な
る
。

一
方
、
２５
年
の
生
産
量
が

見
通
し
通
り
６
８
３
万
ｔ
と

な
れ
ば
、
２６
年
６
月
末
の
民

間
在
庫
量
は
、
１
７
８
万
ｔ

で
適
正
水
準
に
近
づ
く
。

江
藤
農
相
は
２
月
１４
日
の

会
見
で
「
政
府
備
蓄
米
の
放

出
を
行
う
」
と
し
た
。

や

ば

け
い

大
分
県
中
津
市
耶
馬
渓
町

か
ま

ぎ

の
鎌
城
開
拓
は
、
県
の
北
西

部
で
奧
耶
馬
渓
に
位
置
す

る
。
耶
馬
渓
は
日
本
新
三
景

（
他
は
北
海
道
・
大
沼
公
園
、

静
岡
県
・
三
保
の
松
原
）の
一

つ
に
挙
げ
ら
れ
る
景
勝
地
。

標
高
４
０
０
ｍ
の
高
地

で
、
土
壌
は
お
も
に
安
山
岩

を
母
体
と
し
、
比
較
的
良
質

で
あ
っ
た
が
、
谷
が
深
く
日

照
不
足
や
冬
季
の
寒
害
が
障

害
と
な
っ
た
。

５２
年
、
長
野
県
の
伊
那
地

方
か
ら
来
た
若

者
が
中
心
と
な

っ
て
３５
戸
ほ
ど

が
入
植
。
台
地

は
荒
れ
果
て
た

山
林
原
野
で
、

想
像
を
絶
す
る

困
難
が
待
ち
構

え
て
い
た
が
、

割
り
当
て
ら
れ

た
農
地
を
一

鍬
、
一
鍬
開
墾

し
て
い
っ
た
。

当
初
の
栽
培

作
目
は
、
サ
ツ

マ
イ
モ
や
雑
殻

な
ど
を
自
給
自
足
し
て
い

た
。中

津
市
で
も
海
岸
に
近
い

開
拓
地
で
は
、
生
活
水
準
の

上
昇
に
伴
い
、
ミ
カ
ン
や
ブ

ド
ウ
な
ど
の
果
樹
栽
培
が
増

え
て
き
た
が
、
同
地
域
で
は

気
候
条
件
な
ど
の
た
め
に
こ

れ
ら
へ
の
切
り
換
え
は
困
難

だ
っ
た
。

傾
斜
地
が
多
く
、
畑
作
で

も
思
う
よ
う
な
収
穫
が
で
き

ず
、
畜
産
や
養
蚕
に
シ
フ
ト

し
て
い
っ
た
。

５５
年
頃
に
は
乳
牛
が
導
入

さ
れ
、
酪
農
が
始
ま
っ
た
。

当
初
、
牛
乳
を
出
荷
す
る
際

に
は
、
旧
耶
馬
渓
鉄
道
の
白

地
駅
ま
で
の
長
い
山
道
を
、

牛
乳
入
り
の
缶
を
背
負
っ
て

運
ん
で
い
た
と
い
う
。

長
年
の
努
力
と
試
行
錯
誤

の
末
、
２
０
１
０
年
に
は
畑

地
の
５０
％
以
上
を
牧
草
地
と

し
、
酪
農
・
肉
牛
・
養
豚
・

養
鶏
な
ど
の
畜
産
団
地
と
し

て
生
ま
れ
変
わ
っ
た
。

今
年
３
月
に
は
、
耶
馬
渓

酪
農
組
合
、
下
郷
農
協
、
生

協
の
３
者
で
立
ち
上
げ
た
牛

乳
工
場
が
稼
働
を
始
め
る
。

旧
鎌
城
開
拓
農
協
「
開
拓

２０
年
の
歩
み
」
の
中
の
「
追

想
」
と
い
う
詩
に
「
今
振
り

た
た
ず

返
り
佇
め
ば
歩
み
し
道
の
厳

し
さ
は
、
不
屈
の
開
拓
魂
の

汗
と
涙
の
結
晶
を
物
語
る
だ

ろ
う
。
と
こ
し
え
に
語
り
つ

た
え
て
く
れ
る
だ
ろ
う
」（
抜

粋
）
と
あ
る
。

地
区
の
道
路
わ
き
に
は

「
開
拓
の
碑
」
が
建
て
ら
れ

て
お
り
、
乳
牛
の
モ
ニ
ュ
メ

ン
ト
の
畜
魂
碑
と
と
も
に
、

鎌
城
開
拓
地
を
見
守
り
、
そ

の
歴
史
を
伝
え
て
い
る
。

３
月
に
予
定
さ
れ
て
い
る

開
拓
組
織
の
主
な
行
事
は
次

の
と
お
り
。

３
月

７
〜
８
日

九
州
開
拓
青
年

部
連
絡
協
議
会
研
修
会

（
佐
賀
）

１０
日

全
開
連
・
全
国
開
拓

振
興
協
会
理
事
会
、
全

日
本
開
拓
者
連
盟
中
央

常
任
委
員
会

１１
日

全
国
開
拓
振
興
協
会

・
全
日
本
開
拓
者
連
盟

事
業
概
況
説
明
会

１４
日

九
州
開
拓
系
統
女
性

職
員
研
修
会
（
福
岡
）

１９
〜
２０
日

東
北
開
拓
組
織

連
絡
協
議
会
研
修
会

（
岩
手
）

２８
日

千
葉
酪
農
農
協
通
常

総
会
（
千
葉
）

（農水省の資料より作成）

○生乳や牛肉の需給緩和による脱脂粉乳の過剰在庫や枝肉・子牛価格の低下
○資材やエネルギー価格の高騰等による生産コストの上昇・高止まり
○環境や持続性に配慮した畜産物生産の必要性の高まり

持続可能な酪農及び肉用牛生産
に向けた取り組み

１．酪農経営
・飼養戸数減少緩和のために経営安定が
重要

・長命連産性を重視した強健な乳用牛へ
の牛群構成の転換など

２．肉用牛経営
・遺伝資源の適切な管理・保護
・繁殖雌牛を若い牛に更新し牛群能力を
向上

・肥育期間の短縮等による早期出荷推進
など

３．飼料生産
・地域一体での国産飼料の生産・利用拡
大など

☆生乳や牛肉の需要に応じた生産の推進による需給ギャップの解消
☆従来の生産手法の見直しを含む、生産コストの低減・生産性の向上
☆国産飼料の生産・利用の拡大を通じた輸入飼料依存度の低減
☆環境負荷低減などの取組の推進

図 次期酪肉近構成案のポイント

酪農及び肉用牛の需給を
めぐる情勢の変化と対応方向

１．生乳の需給事情の変化と対応方向
・牛乳や脱脂粉乳について商品開発と需
要拡大対策

・ソフト系等の国産ナチュラルチーズの
競争力強化など

２．牛肉の需給事情の変化と対応方向
・輸出拡大等新規需要の開拓
・脂肪交雑の強みを残しつつ「量」から
「質」への転換

・和牛の早期出荷の本格化など
３．飼料の需給事情の変化と対応方向
・粗飼料を中心とした国産飼料の優位性
の向上など

めざす方向性

状況の
変化

表 畜安法の省令改正のポイント

指定事業者が取引を拒める「季節
的な変動要因の増減」の判断基準
を明確化
➡乳牛１頭１日当たりの平均生産
数量の変化率と比較して判断する

生産者が前年度や当該年度の契約
期間中に契約違反を繰り返した場
合、指定事業者は翌年度の取引の
申し出を拒めるよう新たに規定

1

2

２４／２５年の主食用米等の需給見通し

今回

１５３
６７９
８３２
６７４
１５８

２５／２６年の主食用米等の需給見通し

今回

１５８
６８３
８４１
６６３
１７８

昨年
１０月
１５３
６８３
８３６
６７４
１６２

昨年
１０月
１６２
６８３
８４６
６６３
１８２

２４年６月末民間在庫量
２４年産の生産量
２４／２５年の供給量
２４／２５年の需要量
２５年６月末民間在庫量

２５年６月末民間在庫量
２５年産の生産量
２５／２６年の供給量
２５／２６年の需要量
２６年６月末民間在庫量

主
食
用
米
在
庫
量
下
方
修
正

生
乳
・
牛
肉
の
生
産
量
現
状
維
持
へ

昨
年
１０
月
見
通
し
よ
り
４
万
ｔ
減

酪
肉
近
目
標
期
間
を
５
年
に
短
縮

（単位：万ｔ）

景勝地に受け継がれる「開拓魂」
大分県耶馬溪町・鎌城開拓

生
乳
の
取
引
安
定
化
へ

畜
安
法
省
令
改
正
案
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神
奈
川
県
は
開
拓
地
の
多

く
が
住
宅
地
に
な
っ
た
。
横

や
ま
う
ち

浜
市
青
葉
区
の
市
立
山
内
中ひえ

学
校
が
あ
る
一
帯
も
、
「
稗

だ

は
ら

田
原
」
と
い
う
開
拓
地
だ
。

同
地
の
歴
史
を
紹
介
す
る
。

◇
広
大
な
演
習
地
に

同
地
は
開
拓
が
行
わ
れ
た

「
溝
ノ
口
演
習
場
地
区
」（
現

・
東
急
線
た
ま
プ
ラ
ー
ザ
駅

〜
溝
の
口
駅
周
辺
一
帯
）
の

一
角
で
、
現
在
の
山
内
中
学

校
は
、
戦
前
は
山
内
小
学
校

の
第
一
分
校
だ
っ
た
。

旧
陸
軍
が
買
い
上
げ
る
前

は
農
地
だ
っ
た
が
、
土
壌
に

恵
ま
れ
な
い
土
地
で
、「
ヒ
エ

く
ら
い
し
か
育
た
な
い
」
た

め
稗
田
原
と
呼
ば
れ
た
。
買

い
上
げ
後
は
宿
舎
と
な
り
、

旧
陸
軍
は
演
習
と
共
に
、
東

京
の
部
隊
へ
野
菜
を
供
給
す

る
た
め
食
料
生
産
も
行
う
農

耕
隊
と
し
て
、
農
作
業
に
従

事
し
た
。

◇
集
団
農
場
で
開
拓

終
戦
後
、
農
耕
隊
の
兵
士

た
ち
が
帰
農
隊
と
し
て
同
地

に
戻
り
、
他
の
入
植
者
と
共

に
入
植
。

そ
の
後
、
引
揚
者
と
山
内

小
学
校
の
教
員
が
加
わ
り
、

お
よ
そ
３０
世
帯
が
、
元
宿
舎

と
近
隣
の
市
営
ア
パ
ー
ト
を

生
活
拠
点
に
、
麦
・
陸
稲
・

サ
ツ
マ
イ
モ
・
ダ
イ
コ
ン
・

ニ
ン
ジ
ン
な
ど
を
栽
培
し

た
。
後
に
く
じ
び
き
で
農
地

を
分
配
し
、
開
拓
農
協
と
し

て
組
合
も
組
織
し
た
。

◇
宿
舎
が
山
内
中
学
校
に

山
内
小
学
校
の
一
部
を
間

借
り
し
、
山
内
中
学
校
は
４７

年
に
新
制
中
学
校
と
し
て
出

発
し
た
が
、
同
地
の
宿
舎
跡

や
農
地
を
学
校
に
改
修
す
る

よ
う
当
時
の
横
浜
市
等
か
ら

要
請
を
受
け
る
。

稗
田
原
の
開
拓
者
に
と
っ

て
は
住
居
も
農
地
も
一
挙
に

失
う
一
大
事
だ
っ
た
が
、
市

営
住
宅
の
改
築
を
条
件
に
や

む
な
く
農
地
を
手
放
し
た
。

別
の
仕
事
を
探
し
、
住
み
続

け
た
開
拓
一
世
も
存
命
な
の

は
２
世
帯
の
み
と
な
っ
た

が
、
山
内
中
学
校
は
畑
や
花

壇
が
多
い
珍
し
い
学
校
の
ま

ま
だ
。
現
在
も
団
結
力
が
強

く
、
地
域
住
民
と
の
交
流
が

盛
ん
な
学
校
で
あ
る
。

日
本
産
リ
ン
ゴ
の
輸
出
額

は
１９
年
時
点
で
１
４
４
・
９

億
円
で
、
１０
年
前
の
約
２
・

７
倍
と
な
っ
て
い
る
。

神
戸
大
学
大
学
院
農
学
研

究
科
の
調
査
結
果
か
ら
、
日

本
産
リ
ン
ゴ
の
東
南
ア
ジ
ア

に
お
け
る
需
要
の
傾
向
を
紹

介
す
る
。

●
黄
色
い
小
玉
リ
ン
ゴ
が

人
気近

年
、
東
南
ア
ジ
ア
を
中

心
に
日
本
産
小
玉
リ
ン
ゴ
の

輸
出
が
増
え
て
お
り
、
現
地

で
は
小
玉
リ
ン
ゴ
が
１
３
０

〜
２
０
０
円
／
個
で
、
中
間

所
得
層
向
け
に
販
売
さ
れ
て

い
る
。

調
査
の
結
果
、
日
本
産
リ

ン
ゴ
へ
の
需
要
の
傾
向
と
し

て
、
表
の
よ
う
な
特
徴
が
あ

る
こ
と
が
分
か
っ
た
。

小
玉
リ
ン
ゴ
は
、
消
費
者

が
必
ず
し
も
色
を
重
視
し
な

い
自
家
消
費
用
の
た
め
、
着

色
は
薄
く
て
も
気
に
し
な
い

傾
向
が
あ
る
。

品
種
は
、
「
ふ
じ
」
「
シ

ナ
ノ
ス
イ
ー
ト
」
「
王
林
」

「
シ
ナ
ノ
ゴ
ー
ル
ド
」
な
ど

が
人
気
で
、
特
に
海
外
で
は

珍
し
い
黄
色
系
の
リ
ン
ゴ
が

よ
く
売
れ
て
い
る
。

●
日
本
で
利
用
進
ま
ぬ
サ

イ
ズ
を
活
か
す

日
本
産
リ
ン
ゴ
は
従
来
か

ら
「
美
味
し
い
・
高
級
品
」

と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
定
着
し

て
お
り
、
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ

と
し
て
、
日
本
産
で
あ
る
こ

と
を
全
面
に
押
し
出
し
て
い

る
。特

に
サ
イ
ズ
に
つ
い
て

は
、
日
本
で
十
分
に
利
用
が

さ
れ
て
い
な
い
小
玉
リ
ン
ゴ

を
、
現
地
の
自
家
消
費
用
の

需
要
に
対
応
し
た
価
格
で
販

売
で
き
る
点
が
大
き
な
メ
リ

ッ
ト
と
み
ら
れ
る
。

出
典
：
八
木
浩
平
・
高
橋

克
也
.（
２
０
２
３
）「
小
玉

り
ん
ご
輸
出
事
業
の
国
際
マ

ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
戦
略
―
東
南

ア
ジ
ア
へ
の
輸
出
に
主
に
着

目
し
て
―
」
『
農
業
市
場
研

究
』
３１
（
４
）
，
１２
―
２４
．

需
要
が
減
る
時
期
こ
そ
牛

乳
乳
製
品
の
消
費
拡
大
を
図

る
必
要
が
あ
る
。
「
石
田
さ

ん
」
に
よ
る
牛
乳
乳
製
品
を

ふ
ん
だ
ん
に
使
っ
た
レ
シ
ピ

を
紹
介
す
る
。

〜
チ
ー
ズ
た
っ
ぷ
り
鍋
ひ

と
つ
で
一
か
ら
作
る
濃
厚
ク

リ
ー
ム
シ
チ
ュ
ー
〜

☆
材
料
（
４
人
分
）

・
鶏
も
も
肉

３
０
０
ｇ

・
玉
ね
ぎ

１
個
（
２
０

０
ｇ
）

・
じ
ゃ
が
い
も

２
個（
２

０
０
ｇ
）

・
に
ん
じ
ん

１
本
（
２

０
０
ｇ
）

・
し
め
じ

１
０
０
ｇ

・
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー

１
株

（
２
０
０
ｇ
）

・
有
塩
バ
タ
ー

４０
ｇ

・
薄
力
粉

大
さ
じ
４

・
水

６
０
０
ml

・
白
ワ
イ
ン

大
さ
じ
４

・
固
形
ブ
イ
ヨ
ン

２
個

・
ロ
ー
レ
ル

１
枚

・
牛
乳

４
０
０
ml

・
ピ
ザ
用
チ
ー
ズ

１
０

０
ｇ

・
粉
チ
ー
ズ

大
さ
じ
４

・
塩

適
量

・
白
こ
し
ょ
う

少
々

☆
作
り
方

①
鶏
も
も
肉
は
一
口
大
に

切
る

②
玉
ね
ぎ
は
皮
を
む
い
て

５
㎜
幅
に
切
る

③
じ
ゃ
が
い
も
は
皮
を
む

い
て
芽
を
取
り
除
き
、
乱
切

り
に
し
、
水
に
浸
け
る
（
褐

色
に
な
る
の
を
防
ぐ
た
め
）

④
に
ん
じ
ん
は
皮
を
む
い

て
乱
切
り
に
す
る

⑤
し
め
じ
は
石
づ
き
を
切

り
落
と
し
、
手
で
ほ
ぐ
す

⑥
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
は
小
房

に
分
け
る

⑦
弱
火
で
熱
し
た
鍋
に
有

塩
バ
タ
ー
を
溶
か
し
、
②
を

入
れ
弱
火
で
し
ん
な
り
す
る

ま
で
炒
め
る

⑧

①
を
弱
火
で
炒
め
、

色
が
変
わ
っ
て
き
た
ら
③
④

⑤
を
入
れ
弱
火
で
全
体
に
バ

タ
ー
が
馴
染
む
ま
で
炒
め
る

⑨
薄
力
粉
を
入
れ
、
粉
気

が
な
く
な
る
ま
で
弱
火
で
２

分
ほ
ど
炒
め
、
水
を
入
れ
て

よ
く
混
ぜ
合
わ
せ
る
。
Ａ
を

入
れ
て
混
ぜ
て
、
ロ
ー
レ
ル

を
入
れ
る
。
沸
騰
し
、
ア
ク

が
出
た
ら
取
り
除
く
。
フ
タ

を
し
て
弱
火
で
２０
分
ほ
ど
じ

ゃ
が
い
も
が
柔
ら
か
く
な
る

ま
で
煮
る
。
鍋
底
が
焦
げ
な

い
よ
う
に
時
々
か
き
混
ぜ
る

⑩
牛
乳
、
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー

を
入
れ
５
分
程
度
煮
込
む

⑪
Ｂ
を
入
れ
、
と
け
て
全

体
に
馴
染
ん
だ
ら
、
塩
・
こ

と
と
の

し
ょ
う
で
味
を
調
え
る

（
補
足
）
チ
ー
ズ
は
塩
分
が

高
い
た
め
、
塩
は
少
し
ず
つ

入
れ
、
味
見
す
る
。
ロ
ー
レ

ル
は
手
で
ち
ぎ
っ
て
切
り
込

み
を
入
れ
る
と
香
り
が
出

る
。
長
時
間
入
れ
る
と
苦
み

が
出
る
場
合
が
あ
る
た
め
、

完
成
し
た
ら
取
り
除
く
。

◎
シ
チ
ュ
ー
に
使
っ
た

食
材
の
栄
養
素
と
役
割

★
牛
乳
・
乳
製
品

・
牛
乳
・
チ
ー
ズ
に
は

カ
ル
シ
ウ
ム
、
ビ
タ
ミ
ン

が
豊
富
に
含
ま
れ
ま
す
。

カ
ル
シ
ウ
ム
は
、
骨
や
歯

の
構
成
成
分
と
な
り
、
骨

粗
し
ょ
う
症
を
防
ぎ
ま

す
。
吸
収
率
の
低
い
栄
養

素
で
す
が
、
牛
乳
・
乳
製

品
に
含
ま
れ
る
乳
糖
・
た

ん
ぱ
く
質
は
カ
ル
シ
ウ
ム

の
吸
収
を
促
進
す
る
作
用

が
あ
る
た
め
、
積
極
的
に

摂
る
こ
と
が
望
ま
れ
ま
す
。

ビ
タ
ミ
ン
は
特
に
Ｂ
群
を
豊

富
に
含
ん
で
お
り
、
ビ
タ
ミ

ン
Ｂ
群
は
皮
膚
や
粘
膜
の
機

能
を
正
常
に
保
っ
た
り
、
赤

血
球
の
形
成
を
助
け
た
り
す

る
の
に
役
立
ち
ま
す
！

★
今
回
使
っ
た
旬
の
野
菜

・
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
は
ビ
タ

ミ
ン
が
豊
富
な
緑
黄
色
野
菜

で
す
。
ビ
タ
ミ
ン
Ｂ
群
の
ほ

か
、
老
化
や
生
活
習
慣
病
の

予
防
に
役
立
つ
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ

・
ビ
タ
ミ
ン
Ｅ
、
さ
ら
に
骨

の
形
成
を
助
け
る
働
き
を
す

る
ビ
タ
ミ
ン
Ｋ
も
含
ま
れ

て
い
ま
す
！

★
ホ
ワ
イ
ト
シ
チ
ュ
ー

・
今
回
は
基
本
的
な
具

材
に
チ
ー
ズ
を
加
え
て
コ

ク
を
出
し
、
カ
ル
シ
ウ
ム

を
多
く
摂
れ
る
よ
う
に
工

夫
し
ま
し
た
！
シ
チ
ュ
ー

は
好
み
や
体
調
に
合
わ
せ

て
、
様
々
な
食
材
で
調
理

で
き
ま
す
。
じ
ゃ
が
い
も

の
代
わ
り
に
さ
つ
ま
い
も

や
か
ぼ
ち
ゃ
を
使
っ
て
甘

み
を
足
し
た
り
、
腸
内
環

境
を
整
え
た
い
時
は
、
食

物
繊
維
が
豊
富
な
き
の
こ

類
を
多
め
に
入
れ
た
り
な

ど
、
美
味
し
く
栄
養
価
の

高
い
シ
チ
ュ
ー
を
ぜ
ひ
作

っ
て
み
て
下
さ
い
！

表 小玉リンゴ輸出の国際マーケティング戦略

A社 B社

対象

＊一般の食品スーパーを利用する中間所得
層で、日常的にリンゴを消費する者

＊国・地域はタイ、香港、シンガポール、
台湾、マレーシア、カンボジア、インド
ネシア

＊一般のチェーンストアの食品スーパーを利
用する中間所得層、20代後半～50代の主婦
が多く購入する

＊国・地域は香港、台湾、マレーシア、インド
ネシア、フィリピン、ベトナム、シンガポ
ール、タイ

製品政策
＊綿密な現地調査で、製品・価格政策を策定
＊サイズは「50～60玉」の小玉果
＊色は薄くて構わないが、黒い傷のある果
実は規格外となる

＊綿密な現地調査で、製品・価格政策を策定
＊サイズは「48～60玉」の小玉果
＊色は薄くて構わない

価格政策
＊小売り価格はバラ売りで150～220円/
個、袋詰めで約130円/個

＊他国産よりも高いが、手に取りやすい価
格帯

＊小売り価格は約150円/個
＊中国産よりは高いが、アメリカやニュージ
ーランド産と同等程度の価格水準での提供
を目指す

「小玉りんご輸出事業の国際マーケティング戦略―東南アジアへの輸出に主に着目して―」八木浩平・高橋克也（２０２３）から引用

た
く
さ
ん
の
農
地
や
花
壇
が
あ
る
学
校

現在も畑がある山内中学校

神
奈
川
県
・
稗
田
原
開
拓
跡
地

東
南
ア
ジ
ア
向
け
小
玉
リ
ン
ゴ
の
輸
出
動
向

黄
色
い
リ
ン
ゴ
が
人
気

���
Ｂ

���
Ａ



開 拓 情 報（5） 第802号 2025年（令和7年）2月15日（毎月１回１５日発行）

２４年度関東地区開拓営農推進協議会
研修会が２月７～８日の両日、静岡県
富士宮市の「富嶽温泉花の湯」で開催
された。関東各地から生産者・開拓農
協職員ら４６名が参加した。
開会に当たり、主催者の菊地文夫会
長が挨拶を行った後、講演に入った。
第一部では「牛肉・豚肉の国内需要

の動向」と題して、東京食肉市場株式
会社の早瀬政貴氏が講演を行った。早
瀬氏は、統計データを示しながら牛・
豚肉の需給における諸問題を提示。消
費者需要の変化や輸出の現状など、様
々な課題を紹介した。
第二部では「世界情勢と穀物事情に
ついて」と題して、丸紅株式会社の小

玉大空氏らが講演を
行った。世界全体で
見た穀物需給の状況
が示され、米国の経
済政策などを理由
に、飼料価格が読み
づらい現状にあると
説明した。
２日目は富士山朝
霧バイオマスプラン

ト（市内）を視察し
た。同プラントでは、
富士開拓農協の組合
員など近隣の酪農家
から糞尿を回収。そ
れを発酵槽（写真上、
壁の穴の向こう）で
発酵させることでメ
タンガスが発生す
る。そのメタンガス
で発電し（写真下、
中央の機械が発電
機）、電力会社に売
電している。
また、発酵の過程
でできる液肥には匂
いがないため、主に
近隣の酪農家が牧草
地へ散布している。
講演や視察に対

し、参加者は真剣に
耳を傾けていた。来
年度は千葉県での開
催を予定している。

ツマジロクサヨトウ（以下、同虫）
は蛾の一種で、中南米の熱帯地域原産
の害虫だ。１９年に国内で初確認されて
からは、毎年、中国大陸などから飛来。
温暖化等の影響で、近年は北海道等に
も出現している。日本各地で飼料用と
うもろこしを中心に被害が発生してお
り、全国的な問題となっている。
農研機構は１月２８日、「飼料用とう
もろこしにおけるツマジロクサヨトウ
防除マニュアル」を公表した。なお、
本マニュアルでの「飼料用とうもろこ
し」は�青刈り�用に限定して解説さ
れている。

〈殺虫剤を利用した防除〉
登録農薬（殺虫剤）は２３年１２月時点
で、散布用が３剤、種子処理用が１剤
登録されている。２１～２２年に、九州の
４地点で夏播き飼料用とうもろこしを
用いて、殺虫剤の茎葉散布による収量
への影響を調査。防除しない場合の乾
物収量は、２１年は平均８．５％、２２年は平
均７．７％、それぞれ減収が確認された。
平均的な収量が得られると想定した
場合には、同虫の加害による減収率が
４％を上回る場合には防除を１回、
８％を超える場合には２回行っても防
除費用を上回る効果が認められてい
る。

〈天敵を利用した防除〉
生育後半には草高が高くなり、殺虫
剤防除を行いにくくなるほか、殺虫剤
への抵抗性発達も問題となっている。
このことから、土着天敵（寄生性天敵、

は い か い

地上徘徊性捕食性天敵、微生物性天敵）

の働きを強化する保全的生物的防除の
重要性が指摘されている。
ほ場内やほ場周辺の植生は、天敵な
どの有用生物の密度を高めるほか、花
蜜をエネルギー源として、花粉を卵生
産などの繁殖のための餌源としている
ことがわかっている。
植生が貧弱な裸地ほ場では、栽培初
期の除草剤散布により、地上徘徊性の
捕食性天敵や寄生性天敵の発生が影響
を受ける。
そこで、春作ではシロガラシ、夏作
ではクリムゾンクローバーなどのクロ
ーバー類の緑肥作物を植栽するほか、
ソバなどの天敵温存植物を播種するこ
とで天敵に花粉や花蜜を提供し、天敵
の働きを強化できる。
マニュアルには同虫の飛来予測シス
テムなど有用な情報が紹介されている
ので、一度目を通しておきたい。

図Ⅵ―１―５．ツマジロクサヨトウによる雌
穂への加害
上は雌穂に侵入しようとするツマジロクサヨトウ
（絹糸抽出期）。下は加害を受けた雌穂（収穫期）。
写真（上）の黄色の○はツマジロクサヨトウの幼虫。

農研機構の資料から

長年、有機栽培が注目されているが、
その栽培面積は限定的な現状にある。
消費者需要を喚起して市場を拡大さ
せ、有機栽培に対する農業者の意欲を
後押しすることが重要である。
そこで三重大学大学院生物資源学研
究科の関谷教授らの研究グループは、
有機米に対する消費者の食味評価や購
買意欲が栽培情報で向上することを明
らかにした。

◇実験方法◇
同グループは、同一品種（三重２３号）
の有機米（有機肥料＋無農薬）と慣行
米（化学肥料や農薬を使用）を大学職
員２１１名に試食してもらった。その際、
参加者を無作為に２グループに振り分
け、一方のグループには目隠しをして、
もう一方には栽培情報を開示した上で
食べ比べてもらった。実験の詳細は図

の通り。
◇結果◇

栽培情報を開示することで食味評価
が向上し、生産者情報を提供すること
で「また食べてみたい」という意思が
高まることが明らかになった。また、
一般的な予想とは異なり、食へのこだ
わりが強いと自認している人ほど、有
機米に対して慎重な評価を示す結果と
なった。
これらの結果は、栽培技術や生産者
情報をマーケティングでうまく活用す
ることで、有機米の消費者需要を拡大
できる可能性を示した。
同グループは、研究をさらに発展さ
せ、有機米の価値をより効果的に消費
者に伝える方法を探求し、持続可能な
水稲生産技術の普及に貢献していきた
いとしている。

グループ１：目隠しで２つのコメを比較
グループ２：栽培情報を知りながら２つのコメを比較

〈主な発見〉
①情報開示で、有機米の味を好む回答者の割合が３１．８％から４４．８％に上昇。
②情報開示で、有機米を再度食べたくなった回答者が１６．４％から３４．４％に上昇。

グループ１：目隠しで２つのコメを比較
グループ２：一方の慣行米にパッケ

ージと生産者情報を付
与し、他方には情報を
付与せずに２つのコメ
を比較

〈主な発見〉
③情報付与で、食味評価に変
化なし。
④情報付与で、再度食べたくなった回答者が１７．３％から２９．４％へ上昇。

静岡県富士宮市で研修会を開催静岡県富士宮市で研修会を開催
関東地区開拓営農推進協議会関東地区開拓営農推進協議会

増加する害虫ツマジロクサヨトウの対策を 消費者は米の栽培情報も味わう
飼料用とうもろこしマニュアル公表

食味評価などが向上

実験１：有機米（有機肥料＋無農薬）ＶＳ慣行米（化学肥料や農薬を使用）

実験２：慣行米ＶＳ慣行米（全く同じコメを比較）

三重大学の資料から
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牛は大きな体を小さな足で支えてい
るため、蹄の管理は、生産性とも密接
に関連するので非常に重要となる。昨
年１２月３日に開催された「オルテック
乳肉牛セミナー２０２４」で㈱ゆうべつ牛
群管理サービスの安富一郎氏が発表し
た「蹄病の発生する牛群に対するアプ
ローチ」の内容を紹介する。
◇蹄病治療牛は妊娠が遅れる
牛の跛行（正常な姿勢や歩行ができ
なくなった状態のこと）の原因は、主
に蹄病だ。跛行が酪農家に及ぼす経済
的損失は大きく、跛行のスコアである
「ロコモーションスコア」ごとの乳量
の損失は図１のとおり。また、蹄病治
療牛は初回授精までの日数が８日、空
胎日数が２０日多くなり、損失となる。
このため、足が痛そうな牛を放置する
と大きな損害を招く。
◇蹄の特徴と削り過ぎの問題
蹄の内部構造は、先端の骨が蹄の中

て い よ う

で吊られた状態になっており、「蹄葉
し ん ぴ

真皮」という部分がつなぎ止める役割
をしている（図２）。分娩やルーメン
アシドーシスがこの蹄の内部構造に異
常を起こし、人間の爪先にあたる部分
の骨が沈んでいくことが、跛行の原因
の１つとなっている。
蹄を健康に保つための栄養素の代表
的なものが「亜鉛」で、費用対効果を
みると１４：１と、給与によって得られ
る効果が大きい。他にも、銅やビオチ
ンも蹄の健康を保つことに役立つ栄養
素である。
蹄の構造上、伸び過ぎると足底に向
かって刺さっていくため、「維持削蹄」
が必要となる。一方、管理の面から跛
行発生の要因をみると、「蹄壁の削り
過ぎ」「蹄底が薄い」など、過削によ
り発生することもある。過削が疑われ
る蹄病変は蹄底の先端の三角の部分が
薄すぎ、牛の足裏を見ると小さな穴が

開いているケースが多い。削蹄後１～
４週目にこうした症状が見られる場合
には、削蹄法の見直しが必要となる。
削蹄のスケジュールは、分娩前２１日
～分娩後３５日までは維持削蹄を控える
ことが推奨されるが、跛行が出ている
牛は例外で、日常に支障が無い程度に
治療を行う必要がある。
◇「食べている時以外寝ている」を
目指す
安富氏は、「蹄が受ける荷重を回避
できることから、食べる時以外は基本
的に寝ていてもらう環境が重要」と強
調した。また、砂ベッドで過ごす牛は、
マットレスで過ごす牛に比べて跛行の
発生が半分程度というデータを紹介。
柔らかい床材は、立ち上がる瞬間の蹄
を受け止めるため、軽度の跛行があっ
ても立ち上がることが苦痛でないため
だ。
また、牛は立ち上がる時に一度前に

頭を突き出すスペースが必要なため、
斜めに寝ている牛がいることは、牛舎
レイアウトに支障があることの目印に
なる。既存の牛舎を改造することで空
間を確保することもできるため、放置
しないことが重要と訴えた。床面は、
①着地面が平面②適度な寸法の溝を掘
る―ことが、牛の跛行を防ぐために重
要となる。問題のある床も、着地面が
丸まった床を機械で平らにしたり、滑
りやすい床面に浅い溝を打つことで歩
行を改善することも可能だと紹介し
た。このほか、暑熱ストレスにより夏
から秋にかけて蹄病が増えるというデ
ータも紹介し、牛体をいかに冷やすか
工夫することが重要だと強調した。
最後に安富氏は、跛行が牛群の健康
と農場の経済的損失に与える影響は非
常に大きく、跛行を改善すると牛は必
ず健康と生産で恩返しをしてくれるの
で、早めの対策が重要だと訴えた。

１２月３日に開催された同セミナー
で、明治飼糧㈱の寺田文典氏が「環境
に優しい日本型酪農・肉用牛産業をめ
ざして」と題して発表を行った。飼養
効率を向上させることが結果的に温室
効果ガスの削減につながることがある
と説明した。
◆ルーメン発酵時のメタン削減への
アプローチ
日本の農林水産分野から排出されて
いる温室効果ガスの量は全排出量のう
ちの４．２％にとどまっており、その割合
は他国と比べると少ないが、引き続き、
温室効果ガス削減の努力が求められて
いる。
日本の牛由来の温室効果ガスを削減
するためのアプローチとして、ルーメ
ン発酵時のメタン削減対策を中心に紹
介した。
◆メタン削減の注目の資材
現在、ルーメン微生物の制御のため
に活用されている、各種資材が紹介さ

れた。カシューナッツ殻液やエッセン
シャルオイル、ニンニク成分や柑橘系
フラボノイドを含んだサプリ、本紙で
も紹介したカギケノリ（紅藻類）や柿
の渋皮、茶粕などが注目を集めている。
これらは、「有効成分の補給」につな
がることから、飼料添加物として認め
られていく方向だ。
◆生産性の向上で温暖化抑制
過去の化学肥料と堆肥を施用した土
壌の炭素貯留量を比べたデータから、
堆肥の方が炭素貯留量が多いことが分
かっている。このほか、図のように、
畜産業の生産性が様々な形で向上する
ことで、結果的に地球温暖化対策につ
ながることを強調した。
最後に寺田氏は、「輸入飼料がアテ
に出来なくなってきている。国内での
持続可能な畜産に切り替えていくこと
で、結果的に運搬のために排出される
温室効果ガス等も削減でき、持続可能
な農業が実現できる」と述べた。

農研機構などが開発した、液肥を土
壌中に施用できる、スラリーインジェ
クターの販売が開始された。大型機・
小型機の２種類がある。
大型機（トラクター＋インジェクタ
ー＋スラリータンカー）は既存のトラ
クターと牽引式スラリータンカーに接
続する構造で、適用馬力は９０馬力以上
となっている（図１）。
土中に空洞を形成して液肥を注入す
るため、従来機と比べ、施用時の臭気を

低減できることが大きなメリットとな
っているほか、アンモニアの揮散を防
いで液肥中の窒素を有効利用できる。
同じ目的で使用できる小型機（トラ
クター＋インジェクター）は、適用馬
力は７０～１２０馬力となっている（図
２）。また、液肥を施用しない時は、
農地の排水改良用機械として利用する
こともできる。両機とも既存の機械に
接続して使うことができるため、従来
機より低コストで導入できる。

図１ ロコモーションスコアと
乳量の関係

図２ 蹄病を防ぐ蹄の内部の仕組み

跛行防止し生産性向上を
蹄病発生牛群への対策

図１・２ともに安富氏の発表資料から

生産性向上で温室効果ガス削減も
牛の飼養効率アップを第一に

家畜ふん尿液肥を効率的に散布
新型スラリーインジェクターで

図１ 大型インジェエクター（左：全体、右：土中施用ユニット）

図２ 小型インジェクター

図１・２ともに農研機構の資料から

トラクター
スラリータンカー

液肥
注入部
液肥
注入部インジェクター

転圧用
ローラー
転圧用
ローラー 空洞形成刃空洞形成刃

８．６ｔ／１０ａ施用後の土壌面
（表面露出なし）

８．６ｔ／１０ａ施用後の土壌面
（表面露出なし）

成形持ち
上げ板
成形持ち
上げ板破砕刃破砕刃
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牛の肥育の多くでは、増体や脂肪交
雑を高めるため、濃厚飼料の多給やビ
タミンＡ（以下、ＶＡ）の摂取を抑制
する飼養管理が行われていることか
ら、肝障害の発生が問題となっている。
肥育前期から中期にかけては、濃厚飼
料の増給と血中ＶＡ濃度の低下が重な
るため、特に肝臓への負荷が高まる時
期である。
ウルソデオキシコール酸（以下、ウ
ルソ）には、肝細胞保護作用、肝血流
量増加作用による肝臓の代謝機能向

上、リパーゼの活性化による脂肪の消
化促進などの効用があり、肥育牛の食
欲不振改善や肝障害治療の際に広く用
いられている。
そこで、兵庫県立農林水産技術総合
センター畜産技術センターは、肥育前
期から中期におけるウルソ製剤の定期
投与が血液性状や産肉性に及ぼす影響
を検討した。

〈試験方法〉
肥育前期を１２～１４ヵ月齢、中期を１５
～２２ヵ月齢、後期を２３～３０ヵ月齢とし
た。１２ヵ月齢の黒毛和種去勢牛２０
頭を供試。ウルソを投与しない「対
照区」に６頭、定期投与期間を肥
育前期から中期とする「ウルソ前
中期区」に７頭、中期のみ投与す
る「ウルソ中期区」に７頭を配置
した。
ウルソの定期投与期間中は、２
週間ごとに１頭あたりウルソ５％
製剤を１袋（５０ｇ）３日間連続で
経口投与した。濃厚飼料を１７ヵ月
齢以降は飽食給与とし、粗飼料は
稲わらを全期間制限給与した。
２ヵ月間隔で採血し、血中の肝
機能指標としてアスパラギン酸ア
ミノトランスフェラーゼ（以下、

ＡＳＴ）とγグルタミルトラン
スフェラーゼ（以下、ＧＧＴ）
活性値を測定した。供試牛は３０
ヵ月齢でと畜した。

〈試験結果〉
肥育中期において、ウルソ中
期区は対照区に比べ濃厚飼料摂
取量が多く、一日平均増体量が
高くなった（表１、表２）。平
均体重は１８ヵ月齢以降、ウルソ
前中期区とウルソ中期区が対照
区より常に高く推移した（図）。
血中のＡＳＴとＧＧＴ活性値
は、区間で有意差が認められな
かった。
枝肉格付成績では、ウルソ中
期区は対照区に比べ、バラ厚が
０．８㎝、ロース芯面積は約１０㎠大
きくなった（表３）。内臓所見

の こ く ず

では、ウルソ中期区で鋸屑肝と
ふ みゃくは ん

肝富脈斑が各１頭みられたが、他に肝
疾患を疑う所見はなかった。

〈まとめ〉
ウルソ定期投与法により、飼料摂取
量が増加し、肥育中期での発育向上が
認められた。これは、ウルソの持つ肝
血流量増加作用により、肝臓での満腹
中枢刺激の上限が高まり、濃厚飼料摂
取量が増加したためとみられる。
枝肉格付成績では、ロース芯面積や
バラ厚を中心に産肉性が向上した。飼
料摂取量の増加は発育を向上させるこ
とから、肥育後期を含めた飽食給与期

間中にウルソを定期投与することによ
り、さらに増体が向上する可能性があ
る。
試験では、血中の肝機能指標への区
間の差異や内臓所見における肝障害の
発生減少は見られなかった。
これを踏まえ、肥育後期にもウルソ
を投与することで、肝障害の発生予防
につながるかどうかを今後検討したい
としている。
なお、試験には兵庫県の但馬牛を供
試しているため、他地域の飼料摂取量
や発育とは大きく異なる。

農畜産業振興機構は２月７日、肉用
牛肥育経営安定交付金（牛マルキン）
の交付金単価（２４年１２月分、確定値）
を公表した。
乳用種で標準的販売価格が標準的生
産費を下回ったため、交付が行われる。

肉専用種は北海道のみで発動した。
交付金単価（１頭当たり）は、乳用
種が４万３０８．３円（前月は３万９９００．６
円、いずれも確定値）となっている。
前月分と比べ、乳用種は素畜費が減
少したが、販売価格が下落したことな
どから、交付金は増額。交雑種は１１月
分から販売価格が堅調に推移している
ため、発動はなかった。

（一社）日本家畜人工授精師協会は、
２４年第３四半期（７～９月期）の「乳
用牛への黒毛和種の交配状況について
（速報）」を公表した（下表）。
黒毛和種の交配割合は、全国平均で

３９．６％と、前期（２４年４～６月期）
の３６．５％から増加した。
性選別精液（乳用雌）の利用割合

（全国平均）は２３．６％で、前期より０．６
㌽減、前年同期より２．９㌽増加した。

１２月３日の「オルテック乳肉牛セミ
ナー２０２４」で、㈲小林牧場の小林英輝
氏（本紙７７１号で紹介）が、「甲州から
幸せを届ける～小林牧場の特徴ある取
り組みと六次産業化」と題して発表を
行った。
同牧場は、山梨県甲斐市で交雑種と
黒毛和種、合わせて１３００頭規模の肥育
を行うほか、生産した交雑種の牛肉な
どを販売するアンテナショップも運営
している。
同氏は、祖父の入植、酪農経営から
肥育経営に転換して現在に至るまでの

経緯を説明。転換後は、山梨県内のワ
インの製造過程で出るブドウの搾りか
すを給与した交雑種をブランド化（甲
州ワインビーフ）。現在は山梨県を代
表するブランド牛となっている。
２０００年に発生したＢＳＥをきっかけ
に、消費者に直接牛肉を届けたいとい
う思いから、直売所の運営を開始。生
産情報公表ＪＡＳの認証を受けるな
ど、消費者に安心して購入してもらえ
るような取り組みを行っている。
最後に、「畜産業は、多くの消費者
に美味しさと幸せを届けられる誇り高
い仕事だと思う。その誇りをモチベー
ションに変えて、消費者に喜んでもら
えるような牛を育てていく努力をして
いきます」と語っていた。

農水省は１月２０日、肉用子牛生産者
補給金制度の補給金単価（１０～１２月分）
を公表した。
黒毛和種で平均売買価格が５２万１９００
円と、保証基準価格の５６万４０００円を下
回ったため、交付が行われる。補給金
単価は４万２１００円となった。
また、農畜産業振興機構は同日、優

良和子牛生産推進緊急支援事業の奨励
金単価（１０～１２月分）を公表した。黒
毛和種で平均売買価格が発動基準価格
を下回ったため、兵庫県以外の都道府
県で交付が行われる。この事業では、
飼料効率の改善などの飼養管理向上の
ための取り組み数に応じて、１頭当た
り１～３万円の奨励金が交付される。

地域 延べ人工
授精頭数

黒毛和種
授精頭数

黒毛和種の
割合（％）

黒 毛 和 種
交 配 割 合
前期比（％）

黒 毛 和 種
交 配 割 合
前年同期比（％）

北海道 １９８，９４７ ５６，２８５ ２８．３ ２．６ ▲１．０
東 北 ６，２４３ ２，５４９ ４０．８ １．５ ▲３．１
関 東 １１，３９１ ６，２３０ ５４．７ ４．７ ▲４．５
東 海 ２，２５８ １，６７１ ７４．０ ９．１ １．５
北 陸 ７７９ ５１６ ６６．２ ８．２ １．１
近 畿 ３，０２６ ２，２９９ ７６．０ １１．３ ０．６
中四国 ２，１３４ １，３０１ ６１．０ ▲１３．８ ▲１７．４
九 州 ３，０９９ ２，０９０ ６７．４ ０．５ ▲４．８

都府県 ２８，９３０ １６，６５６ ５４．３ ３．７ ▲６．５
全 国 ２２７，８７７ ７２，９４１ ３９．６ ３．１ ▲３．５

（一社）日本家畜人工授精師協会の資料から作成

表１ 肥育期別の一日あたり飼料摂取量

項目（単位） 肥育
期間

対照区
（n＝６）

ウルソ
前中期区
（n＝７）

ウルソ
中期区
（n＝７）

濃厚飼料
摂取量

（原物㎏／日）

前期 ５．２４ ５．３２ ５．３８

中期 ７．０５b ７．２９ab ７．８１a

後期 ７．３７ ７．８４ ８．１１

粗飼料
摂取量

（原物㎏／日）

前期 ２．６４ ２．３１ ２．４７

中期 １．５８ １．５２ １．４６

後期 ０．９８ ０．９８ ０．９０
ab : 行内異符号間に有意差あり（P<0．05）

表２ 肥育期別の一日平均増体量

項目（単位） 肥育期間 対照区
（n＝６）

ウルソ
前中期区
（n＝７）

ウルソ
中期区
（n＝７）

全期間 ０．６９ ０．７３ ０．７４

一日平均
増体量

（㎏／日）

前期 ０．８０ ０．８５ ０．８２

中期 ０．７１b ０．７８ab ０．８６a

後期 ０．６１ ０．６３ ０．５８
ab：行内異符号間に有意差あり（Ｐ＜０．０５）

表３ 枝肉格付成績

項目（単位） 対照区
（n＝６）

ウルソ
前中期区
（n＝７）

ウルソ
中期区
（n＝７）

枝肉重量（㎏） ４３８．０ ４５８．６ ４６４．７

ＢＭＳ № ６．５ ７．０ ７．３

ロース芯面積（㎠） ５４．０y ６０．３xy ６３．９x

バラ厚（㎝） ７．７b ８．５a ８．５a

皮下脂肪厚（㎝） ２．３ ２．５ ３．０

歩留基準値 ７４．０ ７４．９ ７４．９
ab：行内異符号間に有意差あり（Ｐ＜０．０５）
xy：行内異符号間に傾向あり（Ｐ＜０．１）

強肝剤で飼料摂取量増加、格付向上強肝剤で飼料摂取量増加、格付向上
ウルソ製剤の定期投与でウルソ製剤の定期投与で

乳用種のみの発動続く ㈲小林牧場（山梨）㈲小林牧場（山梨）
牛マルキン１２月分

セミナーで発表セミナーで発表

乳用牛への黒毛和種交配３９．６％に増加
性選別利用割合は減少

緊急事業が子牛基金と併せて発動
１０～１２月分 最大７万２１００円交付
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牛枝肉牛枝肉

豚枝肉豚枝肉

素牛素牛
スモールスモール

北海道チクレン農業協同組合連合会
（以下、北海道チクレン）と㈱チクレ
ンミートは、１月２２・２３日の２日間、
東京池袋のサンシャインシティ文化会
館ビルで開催された「焼肉ビジネスフ
ェア２０２５」に出展し、乳用種去勢の銘
柄牛「キタウシリ」とコンビーフなど
の食肉加工品の販売促進に向け、商談
を行った。
この催しは昨年と同様に「居酒屋 J
apan」との合同開催で、総称を「外食
ソリューションEXPO」という、外食
産業向けの展示会で、毎年全国から飲
食業界のバイヤーなどが多数訪れる。

今年は２万人を超える来場者があり、
盛大な展示会となった。
北海道チクレンらも毎年出展してお
り、今年はロースとバラ各１０㎏ずつの
焼肉と、コンビーフの試食を行った。
自家産の牧草で育てた安心・安全な牛
肉をセールスポイントに、和牛とは一
味違う北海道産赤身牛肉の旨味などを
大いにアピールした。
出展した店舗は３６１店にのぼり、昨年
より２０店ほど増えた。中でも、黒毛和
種のブランド牛や、褐毛種・短角種な
ども多く出展されており、激しい競争
となった。

それでも、試食した人からは「脂が
少なく、あっさりしているので、肉本
来の旨味がよく出ていて、おいしい」
など、好評価が多く寄せられていた。
また、輸入牛肉と比較した人は「これ

ほど肉の旨味に差があるとは思わなか
った」と称賛していた。
昨年も商談が数件まとまっており、
今年も販路拡大に向けて乳用種去勢牛
「キタウシリ」を大いにアピールした。

米国向け低関税
枠満了で、荷動
きが鈍るか

不需要期に入り、高ランクの牛肉の
価格は鈍い動きとなりそう。米国向け
の低関税枠が満了となり、荷動きがよ
り鈍くなることが懸念される。
乳用種は底堅い動きとみられるが、
交雑種は弱もちあいが予想される。
【乳去勢】１月の東京食肉市場の乳
牛去勢Ｂ２の税込み枝肉平均単価（速
報値）は、１０７２円（前年同月比１２４％）
となり、前月より１４５円下がった。
２月初旬までは、Ｂ２で１１００円台で
の推移となっており、上昇は望めない
が、底堅い動きと見られる。
【Ｆ₁去勢】１月の東京食肉市場の交
雑種去勢の税込み枝肉平均単価は、Ｂ
３が１５２３円（同１０１％）、Ｂ２が１３８６円
（同１００％）だった。前月に比べ、Ｂ３

が１２１円、Ｂ２は１０９円ともに下降した。
２月に入り、Ｂ３で１５００円台後半、
Ｂ２も１４００円台中ごろの推移となって
いる。
【和去勢】１月の東京食肉市場の和
牛去勢の税込み枝肉平均単価はＡ４が
２２３４円（同９７％）、Ａ３が２０７３円（同
９９％）だった。前月に比べ、Ａ４が２２９
円、Ａ３は２１６円ともに下降した。
２月初旬は、Ａ４で２３００円台にやや
持ち直したが、不需要期でもあり、今
後は弱もちあいか。
【輸入量】農畜産業振興機構は２月
の輸入量を総量で３万２７００ｔ（同
１０５％）と予測。内訳は、冷蔵品１万４１００
ｔ（同１１３％）、冷凍品が１万８６００ｔ
（同１０１％）。冷蔵・冷凍品ともに前年
よりは多いが、低調な動きとなる。
【出荷頭数】２月の出荷頭数は、和
牛３万６３００頭（同９３％）、交雑種１万

９９００頭（同１０１％）、乳用種２万１７００頭
（同８９％）と、交雑種以外は減少する
見込み。
向こう１ヵ月の東京食肉市場の税込
み枝肉平均単価は、乳去勢Ｂ２が１０５０
～１１５０円、Ｆ₁去勢Ｂ４が１６００～１７００
円、同Ｂ３が１５００～１６００円、同Ｂ２が
１４００～１５００円、和牛去勢Ａ４が２２５０～
２３５０円、同Ａ３が２０５０～２１５０円での推
移か。

相場が低調な時
期となり、下降
傾向の展開か

１月の東京食肉市場の豚枝肉税込み
平均単価は、上物が５９７円（前年同月比
１２１％）、中物は５７４円（同１１９％）とな
った。前月に比べ上物が４１円、中物も
４３円それぞれ下がったが、最終週は６００
円台まで持ち直してきた。
ここ数年の傾向としては、２月にや
や持ち直してくるが、３月は決算期と
いうこともあり、荷動きが鈍く下降傾
向となっている。

輸入物が増加して
きており、国内出荷
量はやや減少する
が、４月までは辛抱
の時期となりそう。
農水省の肉豚生産
出荷予測によると、
２月は１３４万頭（前年
同月比９８％）と、わ
ずかに前年を下回る
予測。
農畜産業振興機構
の需給予測による
と、２月の輸入量は

総量で７万８２００ｔ（同１２１％）と、前年
より増加する見込み。内訳は、冷蔵品
３万１６００ｔ（同９８％）、冷凍品４万６６００
ｔ（同１４５％）。冷凍品は、価格優位性
によるブラジル産などの輸入量の大幅
な増加が見込まれている。
向こう１ヵ月の東京食肉市場税込み
平均枝肉単価は、上物が５００～６００円、
中物も５００～６００円と、やや下降する相
場展開となるか。

枝肉相場の動き
が鈍く、和子牛
相場も弱含み

【スモール】１月の全国２４市場の１
頭当たり税込み平均価格（農畜産業振
興機構調べ、月末の取引結果を除く暫
定値）は、乳雄が２万７３４４円（前年同
月比５９％）、Ｆ₁（雄雌含む）は１１万２００８
円（同１５６％）と、前月に比べ、乳雄は
４９３１円増、Ｆ₁は６３１４円増と、ともに上
昇した。
北海道でも市場によりバラツキがあ
り、乳雄で１万円から４万円となって
いる。Ｆ₁は１０万円前後と、落ち着いて
いる。
今後１ヵ月は枝肉相場も活発になら
ず、おとなしい動きとなりそう。
【乳素牛】１月の乳素牛の全国１頭

当たり税込み平均価格（左表、月末の
取引結果を除く暫定値）は、乳去勢が
２０万６４４７円（同１０４％）、Ｆ₁去勢は４０万
２８３２円（同１０９％）だった。前月に比べ
乳去勢は２万７７２５円減、Ｆ₁去勢は１万
８２５２円上昇した。
乳去勢は、頭数はひっ迫傾向となっ
ているが、枝肉相場と共にもちあいの
展開が予想される。Ｆ₁去勢も枝肉相場
が落ちないので、もちあいの展開か。
【和子牛】１月の和子牛去勢の全国
１頭当たり税込み平均価格（同）は、
６１万２９７８円（同１０３％）で、前月より５８８
円増と、ほぼ同等となった。
空き牛舎への導入が一段落し、枝肉
相場が停滞していることもあり、動き
は鈍くなっている。今後も弱含みの展
開が見込まれる。

１月の子牛取引状況 （頭、㎏、円）

ブ ロ ッ ク 品種
頭 数 重 量 １頭当たり金額 単価／㎏

当月 前月 当月 前月 当月 前月 当月 前月

北 海 道
乳去 325 313 294 297 208，357 236，704 708 797
F₁去 1，670 1，974 338 337 403，296 381，755 1，193 1，133
和去 2，256 2，702 339 336 646，356 611，078 1，907 1，819

東 北
乳去 － 3 － 204 － 2，933 － 14
F₁去 1 1 389 298 308，000 211，200 792 709
和去 2，118 2，562 320 321 594，417 621，872 1，857 1，938

関 東
乳去 － － － － － － － －
F₁去 124 148 356 345 392，398 372，528 1，104 1，080
和去 758 1，103 329 322 659，161 647，069 2，003 2，011

北 陸
乳去 － － － － － － － －
F₁去 － － － － － － － －
和去 － 165 － 297 － 605，600 － 2，040

東 海
乳去 － － － － － － － －
F₁去 32 52 309 328 371，113 389，294 1，200 1，187
和去 459 266 286 271 631，922 647，669 2，209 2，393

近 畿
乳去 － － － － － － － －
F₁去 － － － － － － － －
和去 375 432 268 263 1，027，368 1，078，639 3，827 4，106

中 四 国
乳去 12 1 275 309 154，733 135，300 562 438
F₁去 204 252 331 332 392，932 401，395 1，188 1，210
和去 663 1，091 309 308 609，624 609，341 1，974 1，981

九州・沖縄
乳去 － － － － － － － －
F₁去 216 316 322 326 419，721 394，232 1，303 1，208
和去 7，261 8，733 299 297 580，933 582，011 1，941 1，957

全 国
乳去 337 317 294 297 206，447 234，172 703 788
F₁去 2，247 2，743 336 335 402，832 384，580 1，199 1，148
和去 13，892 17，055 310 308 612，978 612，390 1，977 1，988

注：（独）農畜産業振興機構の公表データを基に本紙集計、当月は暫定値。
価格は消費税込み、重量・金額・単価は加重平均。－は上場がなかったことを示す。
関東ブロックは山梨県、長野県、静岡県を含む。

「キタウシリ」を全国に発信「キタウシリ」を全国に発信
北海道チクレン・㈱チクレンミート北海道チクレン・㈱チクレンミート
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